
　　　　　

栄養だより

今年の夏も暑くなることが予想されます。のどが渇いていなくても、冷たい物が飲みたくな

る時期ですね。汗をかく方は体重増加がいつもより少なくなります。その分飲めるから…と

いうような話をする方もいらっしゃいますが、そこで飲む量を増やす習慣をつけてしまうと、

涼しくなり、汗をかかなくなると、ものすごい体重増加量になってしまいます！！

体重増加量で飲む量を増やすのではなく、飲水量は一定にしましょう。

ただし、大量の汗をかいた時には、着替えてから体重計に乗ってみましょう。

体重増加量が少ない透析は、身体にとっても

負担が少なく楽な透析です。

夏は汗をかいて体重増加量が少なくても、

飲む量は増やさないようにし、夏の間は体重増加

量の少ない楽な透析となるようにしましょう。

透析患者さんが脱水になることは稀です。

熱中症予防にと、塩分チャージや水分補給を積極

的にする必要はありません。塩分・水分は引き続

き制限するようにしましょう。

夏の水分摂取について

通常 脱水溢水溢水

肺水腫の危険あり ドライウェイト ドライウェイトより

少ない体重の時には

脱水の可能性あり

ドライウェイトよりも少ない

体重になってしまっている

場合には、水分を補給する

ようにしてください。

特に、まだ尿量がある患者

さんは、汗を大量にかいた

時などは体重計にのって確

認を。ドライウェイトより体重

が増えている場合は脱水で

はありません。

身体の外から

冷やすなどの

対応をとるよう

にしましょう。

体重増加量の目安は…

◎1日あきでドライウェイトの３％以内

◎２日あきでドライウエイトの５％以内

もしもの脱水時に、、

経口補水液の正しい

飲み方と適量について。

少量ずつ頻回に飲む。15分～３０

分おきに５０ｍｌ程度ずつ。

５℃から１５℃程度の適切な温度

で。氷入りは胃腸の負担や吸収に

影響するので避ける。

脱水などの時のみで、予防目的で

は飲む必要はありません！！

暑さもだんだんと厳しくなってきましたね。

梅雨のジメジメから早く解放されるといいですね。



　　　　　

旬の食材を使用した透析食

副菜

〖 冷奴 〗

・木綿豆腐 ５０ ｇ

・青じそ １ 枚

・みょうが ４ ｇ

・生姜 ２ ｇ

・かつお節 １ ｇ

・ポン酢 ６ ｇ

副菜

〖 かぼちゃのコンソメ煮 〗

・かぼちゃ ４０ ｇ

・たまねぎ ２０ ｇ

・コンソメ １ ｇ

・塩 0.1 g

・こしょう 少々

夏の暑さに負けず、しっかりと食

事をとることが大切です。飲み

物ばかりでお腹がいっぱいにな

らないよう食べることを意識し

ましょう。さっぱりとしていても、

しっかりエネルギーがとれる献

立がおすすめです。

量が摂れない方は、油の使用を

意識してください。

栄養量

エネルギー ： ６８８ kcal

蛋白質 ： １8.3 g

脂質 ： ２５ g

カリウム ： ６６５ mg

リン ： ２５６ mg

塩分 ： ２ g

主食〖 米飯 〗

・白飯 １８０ ｇ

主菜

〖 豚となすの甘辛炒め 〗

・なす ６０ ｇ

・豚ばら肉 ５０ ｇ

・ごま油 ２ ｇ

・酒 １０ ｇ

・みりん １２ ｇ

・減塩醤油 １２ ｇ

・青ネギ ３ ｇ


